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現在のデータ

現在の下大津地区
内にあり、住所大字
としても使用されて
いる。

ふ
る
さ
と
の
地
名
編

広報誌持参の方は資料館入館無料！！郷土資 料館

短
歌

俳
句

水
辺
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
地
域

　

か
す
み
が
う
ら
市
南
部
に
「
加
茂
」

が
あ
り
ま
す
。「
加
茂
」
が
、
最
初

に
記
録
に
登
場
す
る
の
は
、
永

え
い
き
ょ
う享

７
年
（
１
４
３
５
）
に
作
成
さ
れ
た

『
常
陸
国
富ふ

ゆ
う
に
ん
ち
ゅ
う
も
ん

有
人
注
文
』
で
す
。『
常

陸
国
富
有
人
注
文
』
は
、
鹿
島
神
宮

の
修
繕
を
実
施
す
る
た
め
に
常
陸
国

内
の
「
富
有
人
」
を
調
べ
、
彼
ら
に

費
用
の
一
部
を
負
担
さ
せ
る
目
的
で

作
成
さ
れ
た
文
書
で
す
。
こ
の
中
に

「
賀か

も
ご
う

茂
郷
の
総
四
郎
」
と
い
う
人
物

が
登
場
し
て
い
ま
す
。
こ
の
時
期
は
、

「
賀
茂
郷
」
と
記
す
こ
と
が
多
か
っ
た

よ
う
で
す
。

加
茂
に
は
、
加
茂
神
社
が
あ

り
、
社
伝
に
よ
る
と
寛

か
ん
し
ょ
う正
元
年

（
１
４
６
０
）
に
京
都
賀
茂
社
か
ら
加

茂
孫
四
郎
な
る
豪
族
が
東
国
へ
下
る

際
に
ご
神
体
の
分ぶ

ん
れ
い霊

を
所
持
し
、
常

陸
国
賀
茂
郷
へ
鎮
座
さ
せ
た
こ
と
に

始
ま
る
と
い
い
ま
す
。
こ
の
加
茂
を

名
乗
る
氏
族
は
、
漁
民
と
深
く
関
わ

る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
加
茂
あ
る
い
は
賀
茂
と
い
う
地

名
を
全
国
的
に
み
る
と
、
水
辺
に
面

す
る
地
域
が
多
く
、
漁
民
と
の
関
連

が
地
名
か
ら
も
裏
づ
け
で
き
ま
す
。

か
す
み
が
う
ら
市
加
茂
も
水
辺

に
面
す
る
地
域
で
あ
る
と
共
に
、

加
茂
神
社
に
祀
ら
れ
る
天あ

ま
つ
ひ
こ

津
日
高

日ひ

こ

ほ

の

に

子
番
能
瓊
瓊に

ぎ
の
み
こ
と

杵
命
が
、
日

ひ
ゅ
う
が
の
く
に

向
国
に

あ
っ
て
農
業
・
漁
業
に
力
を
入
れ
ら

れ
た
こ
と
か
ら
五
穀
豊
穣
・
大
漁
の

神
と
さ
れ
る
よ
う
に
、
や
は
り
漁
民

と
の
関
係
を
う
か
が
わ
せ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
中
世
以
前

に
漁
業
を
中
心
と
し
た
水
辺
の
文
化

が
発
達
す
る
地
域
と
し
て
、
加
茂
の

地
名
が
誕
生
し
て
い
っ
た
と
思
わ
れ

ま
す
。

加�

�茂

参
道
の
右
に
左
に
返
り
花ば

な 

か
の
う
栄 （
宍　

倉
）

零む
か
ご
め
し

余
子
飯
戴い

た
だき

し
実
の
大
き
か
り 

大

西

周 （
稲
吉
東
）

萍う
き
ぐ
さの

紅も
み
じ葉

漂た
だ
よふ

池
し
づ
か 

斉
藤
嘉
代 （
稲
吉
南
）

墓ぼ

ひ碑
並
ぶ
影
に
人
声
実み
な
ん
て
ん
南
天 

石
平
周
蛙 （
市　

川
）

倒
れ
る
ま
で
ゆ
っ
く
り
の
の
字
木
の
実
ご
ま 

折
本
ア
イ
子（
鹿
ノ
山
）

枯
れ
て
ゆ
く
な
か
の
真
み
ど
り
大
根
畑 

萩
原
と
し
子（
南
根
本
）

芋い
も
に
か
い

煮
会
適
材
適
所
で
働
き
ぬ 

福
田
宏
通（
御　

殿
）

秋
さ
く
ら
乙
女
の
ハ
ー
ト
揺
れ
動
く 

松
沢
よ
志
の （
深
谷
二
）

加茂赤塚にある
加茂神社

葉
の
裏
に
あ
ま
た
の
風
の
ひ
そ
み
ゐ
て
蓮は

す
だ田
に
青
き
う
ね
り
を
誘
ふ 

遠
藤
富
重 （
下
稲
吉
）

義お
と
う
と弟
の
七
・
七
忌
終
え
て
帰
り
来
し
我
に
追
い
討
ち
の
隣
人
の
死
去 

大

西

周（
稲
吉
東
）

せ
せ
ら
ぎ
を
包
み
込
む
が
に
闇
深
く
ホ
タ
ル
の
光か

げ
の
淡
く
飛
び
交
ふ 

田
中
好
子（
下
稲
吉
）

紫し
そ蘇
の
実
が
好
き
で
食
べ
た
く
植
ゑ
た
の
に
ま
だ
花
咲
か
ぬ
と
不
安
言
ふ
人 

鳥

海

力 （
下
稲
吉
）

刈
り
込
み
し
木
木
さ
わ
や
か
に
朝
の
庭
早
起
き
を
し
て
眺
む
た
の
し
さ 

鈴
木
春
雄（
戸　

崎
）

若
き
頃
そ
ま
つ
に
し
た
る
罰
な
り
と
杖
を
賴
り
て
ふ
み
だ
す
一
歩 

佐
藤
千
代 （
宍　

倉
）

富
士
見
塚
登
り
て
見
れ
ば
霞か

ほ浦
の
湖う
み
か
ば
う
が
ご
と
く
空
が
寄
り
添
ふ 

名
倉
●
子 （
下
大
堤
）

【青少年についての相談窓口】

かすみがうら市教育支援センター（不登校、いじめなどの相談）　☎０２９９－５９－１２３０

かすみがうら市いじめホットライン（いじめ専用相談）☎０２９－８９７－０９９６

かすみがうら市家庭児童相談室（子どもの悩み相談）☎０２９９－５９－２１１１　内線１１７３

子どもホットライン（子どもの悩み相談）☎０２９－２２１－８１８１

教育・子育て電話相談（家庭教育の悩み相談）☎０２９－２２５－７８３０

茨城いのちの電話（悩み不安の相談 24時間体制）☎０２９－８５５－１０００

少年相談コーナー（少年非行に関する相談）☎０２９－３０１－０９００

児童家庭支援センター（児童福祉に係る相談）☎０２９３－２２－０３１８

いばらき虐待ホットライン（児童虐待に関する相談 24時間体制）☎０２９３－２２－０２９３

思春期の悩みごと相談 (仲間感覚で気軽に相談）☎０２９－３０５－７５６３
精神保健福祉センター（ひきこもり、摂食などの思春期相談）☎０２９－２４３－２８７０

青少年 の 健全 な
育成のために

～11月は「全国青少年健全育成強調」月間です～

問・学校教育課 内線☎2400　・生涯学習課 内線☎3022

�
相
談
機
関
�
�
相
談
�
�
�
�

か
す
み
が
う
ら
市
教
育
委
員
会
や
県
内
の
公
的
機
関
で
児

童
生
徒
の
健
全
な
成
長
を
見
守
る
た
め
に
、
相
談
機
関
を

設
置
し
て
い
ま
す
。
悩
ま
ず
に
ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

社
会
情
勢
が
急
激
に
変
化
し
、

青
少
年
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
有

害
情
報
の
氾
濫
な
ど
の
影
響
に
よ

り
、
青
少
年
の
健
全
育
成
が
阻
害

さ
れ
る
恐
れ
が
見
ら
れ
ま
す
。
そ

こ
で
、
青
少
年
の
相
談
活
動
の
充

実
や
有
害
環
境
の
浄
化
活
動
な
ど

が
必
要
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
学
校
と
家
庭
・
地
域

が
連
携
し
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

【
子
ど
も
を
守
る
母
の
会
】  

会
員
数
４
５
人

　

本
会
は
、
小
中
高
生
の
安
全

で
健
や
か
な
生
活
お
よ
び
保
護

者
の
子
育
て
支
援
の
た
め
に
、

学
校
や
警
察
と
の
連
携
に
よ
る

研
修
会
、
非
行
防
止
の
た
め
の

啓
発
活
動
、
小
中
高
生
の
子
育

て
に
悩
む
保
護
者
の
相
談
活
動

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
子
ど
も
を
も

つ
母
親
を
中
心
に
組
織
す
る
会

で
す
が
、
ど
な
た
で
も
気
軽
に

活
動
で
き
る
会
で
す
。

【
青
少
年
相
談
員
連
絡
協
議
会
】

相
談
員
数
４
０
人

　

本
協
議
会
は
、
事
務
局
を
市

教
育
委
員
会
に
お
き
、
月
２
回

の
巡
回
指
導
、
環
境
浄
化
活
動
、

非
行
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
啓

発
活
動
、
研
修
会
へ
の
参
加
な

ど
青
少
年
問
題
の
解
決
に
向
け

て
、
各
種
関
係
機
関
と
連
携
し

な
が
ら
積
極
的
な
活
動
を
し
て

い
ま
す
。


